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韓国におけるマウルマンドゥルギの動向と特徴に関する研究

The Tendency and Features of Maeul-mandeulgi by Community Participation in Korea 

金昭淵＊，坂井猛料

Soyeon KIM and Takeru SAKAI 

百1isstudy compares methods of Japanese Machizukuri and Korean Maeul圃 mandeulgiand clarifies realities 

and traits of Maeul-mandeulgi by Seoul’s case s阻dy.百四 reasults訂 e; 1) Japanese Machizukuri has changed 

into management form to maintain, and enhance the value of regions, while Korea’s Maeul-mandeulgi 

exhibits active movements with government and municipalities making various institutions. 2) Tim~ line 

shows execution of 1990s and administrative policies of late 2000s greatly in:fluenced M~eul圃mandeulgi, and 

northwestern Seoul is actively implementing movements, which訂emainly ‘community activities' and ‘local 

activities.’3) By using cluster analysis, cases of Seoul were classified into fo町 groups,traits of which were 

elucidated. 
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1はじめに

1-1 研究の背景

韓国の都市計画は， 1913年の市街地建築物取締規則，

1934年の朝鮮市街地計画令制定以来，日本の都市計画

の影響を受けており，日本都市計画における法令の多

くは，韓国のそれに先行してきた 1). そのため，日本

と韓国の都市計画は類似する部分が多い．また，両国

とも現在少子高齢化と人口減少による都市の持続性の

問題をかかえている．

日本では 1960年代から地域住民の参加するまちづく

りが始まり，韓国では 1990年代になって日本のまちづ

くりと類似したマウルマンドワルギの取り組みがみら

れるようになった．特に，ソウノレ市では 2012年に発表

したソウル市政運営計画において，マウノレマンドワル

ギの活性化のための様々な取り組みを行っている．

1-2 研究の目的

本研究は，韓国の住民参加型マウルマンドウノレギを

対象として，日本と韓国における住民参加型地域管理

手法を比較し，ソウノレ市の事例からマウルマンドワル

ギの実態を把握し，その特徴を明らかにすることを目

＊都市共生デザイン専攻博士課程
＊＊新キャンパス計画推進室教授・博士（工学）

的とする．

1-3 研究の方法

まず， 日本と韓国におけるまちづくり，マウノレマン

ドワルギに関する文献及び既往の研究を整理し，両国

における住民参加型の地域管理の動向を把握する．次

に韓国における住民参加型の地域管理の事例を選定し，

活動開始時期に着目し，年度別，行政区域別に分類を

行い，韓国における地域管理の実態と課題に関する考

察を行う．さらにトクラスター分析を用いて分類を行い，

ソウル市の住民参加型マウノレマンドゥルギの特徴を明

らかにする．

1-4 既往の研究

韓国のマウノレマンドワルギに関する研究は，マウル

マンドウルギの手法に関する研究 2)-12）＇住民参加の誘

導に関する研究助一助，推進主体に関する研究 20)-21），マ

ウルマンドウルギ条例に関する研究 22）がある．また，

海外の事例と韓国のマウルマンドウルギの運営方法の

比較を行った研究 23）ー叫，初期のマウルマンドウルギの

概念を整理した研究 25）がある．しかし，日本と韓国の

まちづくりの動向を比較し，韓国の事例分析を通して

マウルマンドゥルギを論じた研究はみられない．
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2.荷国の住民参加型地域管理手法

2-1 日本における地域管理手法

(1）まちづくり注1）の区分

佐藤滋は「まちづくり j を3世代に分け，第 1世代

(1970～ 80年代後半）を理念とそれに基づく実験を伴

うまちづくりの勃興期，第2世代 (1980年代後～ 2000

年代前半）を地域の中から実践的な方法が組み立てら

れ，法制度にも支えられた方法的な蓄積がされた時代，

第 3世代（2000年代後半）を，地域社会の運営に多様

な主体が協働する時代とした 26).

(2）まちづくり第2世代： TMO(TownManagement 

Organization) 

1990年代に入り，日本全国で発生した中心市街地の

衰退や空洞化問題に対処するため， 1998年「中心市街

地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一

体的推進に関する法律（中心市街地の活性化に関する

法律）Jを制定した. TMOは，この法律による中心市街

地活性化のために導入された中心市街地における商業

まちづくりをマネージメントする機関であり，経済活

動に直接リンクしている．

(3）まちづくり第3世代：エリアマネジメント

エリアマネジメントは， TMOと同様に，地域の活性

化という目標を持つが，商業のみならず，住民・事業主・

地権者など地域に関わる多様な地域主体により，地域

の環境改善だけではなく，地域を維持・向上させるた

めのマネジメント活動を行っている点でTMOと異なる

28），制．エリアマネジメント団体が設立されるように

なったのは 2000年代後半であり，小林重敬らは 2002

年大都市都心部におけるエリアマネジメントの実態を

明らかにした 28）.エリアマネジメントは，参加する主

体がより多様になり，行政は主体のーっとして関わる

ようになった（図 1).

まちづくりの第3世代にあたる2000年代後半以降は，

まちづくりを基に地域特性に合わせ発展した様々な取

り組みが現れている．

E将来のまちづくり｝ [TMOl 【エリアマネジメント3

住民 、－::ii<ユニ子イ

図 1 日本の各住民参加型まちづくりの主体との関係図
（参考文献26,29に基づき再作成）

2-2 韓国における住民参加型マウルマンドウルギ

(1)市民によるマウルマンドゥルギ運動

韓国では 1990年代に入り，地方自治体の実施と経済

成長による生活の質への関心が高まり，住民と市民団

体を中心に様々な住民が参加する活動が進められてき

た. 1999年，ソウル市の都心部に位置する北村の伝統

家屋韓屋の保全と住居環境の改善のための活動がきっ

かけとなり，全国的にマワルマンドワルギが広く展開

するようになった．日本のまちづくりと類似した概念

であるマウルマンドウノレギは， 日本のまちづくりの訳

語として使われてきたが，最初に韓国のマウノレマンドワ

ルギを論じたのは 1999年の「マウル単位都市計画実

現基本方向一住民参加型マウノレマンドクルギ事例研究

(Jeong Seok外 2人）」である.Jeong Seokらは，ま

ちを意味する単語「マウノレj には物理的な範囲の意味

以外にも共同体の意味が含まれ，つくるを意味する「マ

ンドワルギj には物理的な環境整備と文化づくりなど

のソフトの意味が含まれることを述べている 25).

(2）行政の政策によるマワルマンドゥルギ

2005年，韓国政府は第4次国土総合計画を修正し，「住

み良い都市づくり Jを政策の目標として設定した．こ

れにより，国土海洋部は 2007年「住みたい都市づくり

師範事業（20箇所）」を始め，2008年と 2009年にわたっ

て2,3次師範事業（各々 20箇所， 16箇所）を実施した．

また，ソウノレ市で、は 2002年から施行してきた前面撤

去方式再開発のニュータウン事業を，住民の同意があ

る地域に限り，小規模保全型都心再生手法による「マ

ウル共同体事業」へ転換し， 2012年にはマウル共同体

基本計画を立てた．ソウル市は「マウル共同体Jにつ

日本 韓国

市民による勤者

7時代市民運動

繊I・ljl!I惚糊鵬鵬 υ 

噛;a..・1開E年増治自治制度－

・1999年fマウルマンFゥルギj用穫の初使期

図2 日本と韓国の住民参加型まちづくり年表

ニュータウン事業

転換
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いて，「マウルを基盤に住民が主体となり共同体を形成

し，マウルに関することを決定する基盤であるj と説

明し，同年「マウノレ共同体総合支援センターJを恩平

区に設置し，「マウル共同体づくり支援条例」を制定

するなど，積極的な支援を進めている．

3.ソウル市における住民参加型マウルマンドゥルギの

変遷

3-1 対象データ

韓国国会図書館のホームページを利用し，「マウノレマ

ンドワノレギj と「住みたい都市づくり」をキーワード

に文献348件を収集した．韓国のマウルマンドクノレギ

を初めて取り上げた fマウノレ単位都市計画実現基本方

向－住民参加型マウノレマンドゥルギ事例研究（1999)J

以降，文献の数が徐々に増加し，政府の住みたい都市

づくり師範事業が始まった 2007年の翌年からは急激に

多くなったことが分かる．北村の伝統保存運動を始め，

数多くの活動が行われたソウノレ市に注目し，ソウノレ市

における 142件の事例を抽出した（図 4).

3-2住民参加型マウルマンドゥルギの年代別分類

抽出した 142件の事例はすべてが行政区の活動に留

まっていることから，ソウル市におけるマウルマンドゥ

ルギの活動開始時期を行政区別に分類したところ，漢

江北部に多く分布しており，特に北西部の麻浦区の事

例が多い（図 5).

年代別推移をみると，地方自治制度が実施された

1990年代後半から文献数が増え，ソウノレ市が「マウル

共同体事業j をはじめた 2010年以降に再び急に増加し

－マウルマンドゥルギ全国ネットワーク協力
．研究課題設定および計画
－全国マウル支援センターネットワーク構築
．事伊府間および分析
．広告コンテンツ構築・開発・運営、広告物発flj
．マウルアーカイブ、標準マニュアル開発

・事業総合謂整、共同体委員会政策支聾
．インフラ構築ネットワーク構築支援
．新規事業の企画及び進行、資料蓄積、
マウル行政指標開発

・ソウル市と自治区との協力体制構築
－マウル議論会支援及びマウルコミュニティ支援
．マウル共同体教育コンテンツ企画、
マウIレ教育関連業務

－マウル教育支撞、教育資料発刊及ひ支援

・ソウル市担当音曙と協力体制構築
．予算および会計業務
．文書管理・年間報告書発刊、ネット情報管理

－マウル共同体事業審査・評価
．住民提案・関連書類総合管理
．支聾事業執行・現場調査
・審査および評価実務支援

図3 マウノレ共同体総合支援センターの構成図
（参考文献31を参考iと再作成）

たことが分かる（図 6）.また，マウノレマンドウルギ事

例の開始時期を 5年ごとに分類し，行政区別にその推

移を見ると， 1975年から 1999年まではマウルマンドワ

ルギの件数が少ないが，漢江北部での件数が増加して

いる．さらに， 1995年に入ると，マウノレマンドウルギ

がソウル市全域で、行われたことが分かる．また， 2000

年から 2009年にかけて活動を開始した件数は少ない

が，この時期は漢江北部の活動開始が盛んであった．

2010年以降ソウル市のマウル共同体事業の影響から急

激に多くの活動が始まるが 漢江の北側の動きが目立

数文献 60 

49 49 
50 

・・ニ40 

31 ••• 31 

ョ。 圃圃 28 

20 

10 

97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 u 
年度

図4 マウルマンドクノレギに関する文献数の推移

I：－；「5 1品目i

国5 7 ウノレマンドクルギ活動の分布

地方自治制度実範
＼ 

地方議会場gm厨始

ソウル市 17 

「マウル共同体事業j推進

10 

0・1sao・昌1si83.84 ss・ s6 gt 8li sg・ 91i9i 92° 93 94 95・ 96 9ず鈎抱CXl'Ol02凶 04・倍価01・os・ os・ 10・ lf 12 

楽活動時舗が不明な事績36件

図6 ソウノレ市における年度毎のマウルマンドノレギ活動開始数
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つ（図 7）.漢江南側は，ソウル市が 1970年代に開発

された地域であり，北側に比べ市街地の環境が良かっ

たこと，地域住民間のコミュニティが北側に比べると

弱いことなどが理由としてあげられる．

3-3住民参加型マウルマンドウルギの年代別活動内容

各地域管理事例の活動内容を「地域の将来像・プラ

ンの策定J，「街並みの規制・誘導j，「公共物，公共スペー

ス等の維持管理運営J，「地域の防犯性の維持・向上Lr地
域の快適性の維持・向上j，「地域祭り・イベント活動J,

「地域経済の活性イヒJ，「コミュニティ活動Jの項目に分

け，年代別の分類を行った．

1974-1989年は，「地域祭り・イベント活動J(27. 3覧），

1990-1994年は「公共物，公共スペース等の維持管理

運営」（35.3覧）が， 1995-1999年は「地域の快適性の維持・

図7 ソウル市におけるマウルマンドゥルギ活動開始の年代別分布

轟 1 時代印l活動

地縁の将来費量・プランの策定

書皆量産みの焼却匝j・務調事

公共号事‘公共スペース4撃の鯵絡管理運銭

ぬ主義のll}jfil伎の線終・向上

地絡の総理量殺の総事事・向上

絶縁買高り・イベント活動

地減終濃の滋型生fヒ

コミュニティ湾総

その他

会計

向上」（31.7 % ）が， 2000-2004年（40.0 %に 2005-

2009年（35.0%に 2010年以来は「コミュニティ活動J

(31. 1%）がもっと多い. r地域祭り・イベント活動j と

「コミュニティ活動j は， 1995-1999年を除く全ての年

代で多い（表 1).

4.ソウル市におけるマウルマンドゥルギの類型

4-1 クラスター分析による類型化

ソウル市におけるマウノレマンドワルギ 142件を，活

動主体，活動内容，活動のきっかけ（目的）を変数に

階層クラスター分析（グループ間平均連結法）を行っ

た．

(1）活動主体：活動主体を各々住民，市民団体，行政，

専門家，大学，民間会社に区分し，その組み合わせご

とに 16タイプに分け，ダミー変数を付し，数値化した

（表 2).

(2）活動内容：「地域の将来像・プランの策定j，「街並

みの規制・誘導J, r公共物，公共スペース等の維持管

理運営J, r地域の防犯性の維持・向上j，「地域の快適

性の維持・向上J，「地域祭り・イベント活動j，「地域

経済の活性化j，「コミュニティ活動J,rその他j を行っ

ている場合は 1，それ以外は2とした．

(3）活動のきっかけ（目的）：選択肢としての「環境改

善j を1，「コミュニティJを2, r地域文化保存Jを3,

f地域活性化jを4，「環境保存jを5として数値化した．

その結果，結合距離9でクラスタライズし， 4タイ

プに類型化した（図 8).

表2 活動した活動主体の組み合わせ

住民 市民間体行政 専門家． 
2 ． 
3 ． 
4 ． 
5 

6 

7 

8 
一
9 

16 
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を行っている．地域内に快適な環境をつくるための活

動が多く，地域住民に教育や文化プローグラムなどの

サービスを提供する公共スペースの運営活動も共に

行っている．また， 2000年代に入り，地域住民のため

の祭りや地域内の緑化など，イベント活動を活発に行

なっている．

(3）居住環境改善型（5サンプル）

住民，専門家または大学が共働し，アートや緑を利

用し，街並みの雰囲気を変える，または地域の歴史を

保存するのためのルールづくりを行うなど，居住環境

改善のための活動を行っている．

(4）ハード環境整備主体の活動型（19サンプル）

地域環境の改善または整備のための計画への参加，

街並み規制またはルールを定めるための活動を行って

いる．

4-2ソウル市地域管理組織の4類型

(1）コミュニティ型（104サンプル）

住民または市民団体が単独に活動し，地域コミュニ

ティを中心に活動を行っている．活動を始めたきっか

けもコミュニティであり，主に地域住民間交流を目的

とした活動を行っている．また，地域内に住民のため

の教育スペース，文化センター，図書館等を設けて運

営し，祭りやフリーマーケットなどのイベント活動も

行っている．

(2）地域価値向上型（14サンプル）

地域の環境改善と地域経済活性化が活動のきっかけ

となったグループで、あり，住民と市民団体が共に活動

Dendrogram using Average Linkage(Between Groups) 
Rescaled Dista附 edust町 Combine

25 

1;2;3/;;J,8,9,12,15,16,17,18,19;20;21, 
23,24,25.26.27.28.29,30;32;33;34;35, 
36,37,39,40,41,43,44,45,47 /;1,52,53, 
54/;5/;6,57,58,59,60,61,62,63,64,65, 
66,71,72;/6,78;19,80,82,83，倒,86,87,
88,89,90,91,92,93,94,95，弘明，99,10凪
1日1,103,105,1凶，108,lt日，111.112,
113,114,115, 1 l6,119,12Q,12l.122, 
12ヨ，.126,127,128,129,130,131,lヨ2,
133,134,139,140,142 

四
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各グループの活動主体の組み合わせ図9



5.おわりに

本研究はソウル市の住民参加型マワルマンドワルギ

を対象として，文献調査と事例分析により以下の知見

を得＝た．

(1)韓国のマウルマンドゥルギは，日本のまちづくり

より約 20年遅れ， 1990年代になって，住民参加によ

り行われるようになった．近年，日本のまちづくりは

単なる環境改善や地域活性化だけではない，地域を管

理運営するマネジメントへと発展してきたが，韓国の

マウルマンドワルギはその初期段階にあたり，地域文

化づくりや環境改善の概念として使われている．また，

韓国政府により，「住み良い都市づくりJ，「マウル共同

体Jなど住民の参加を誘導する様々な仕組みがつくら

れている．

(2）事例を活動開始時期に着目し，年代別・行政区域

別に分類し，マウルマンドウノレギの変遷とその特徴を

明らかにした．韓国の地域管理組織は 90年代の地方自

治制度と 2000年代中盤の国の政策に大きく影響を受

け，マウルマンドクルギ事例の活動開始時期の行政区

域別変遷をみると， 1970年代に開発が行われた漢江の

南側より北側の活動が活発であることから，市街地の

環境の良さ，地域内コミュニティーの強さがマウルマ

ンドワルギ活動に作用したことを示した．さらに，活

動内容は，「地域の将来像・プランの策定j，「街並みの

規制・誘導J，「公共物，公共スペース等の維持管理運営J'

「地域の防犯性の維持・向上J，「地域の快適性の維持・

向上J，「地域祭り・イベント活動J，「地域経済の活性

化」，「コミュニティ活動」の 9つ項目を年代別に分類

し， 1995年～ 1999年の時期以外には，全ての時期に

よって「地域祭り・イベント活動J，「コミュニティ活動J

が多く，活動内容が限定的であるこどを示した．

(3）ソウル市におけるマウルマンドウノレギ 142件の事

例をクラスター分析により，住民またほ市民団体が

地域住民間の交流を目的とする「コミュニティ

型J，地域経済活性化を目的とする「地域価値向

上型j，住民と専門家または大学が共働してアー

ト，緑，歴史を利用し居住環境の改善を目的とす

る「居住環境改善型 j，地域環境改善や整備のた

めの計画，ルールを定めることを目的とする「ハー

ド環境整備主体の活動型 jの 4グループに分け，

各グ、ループ。の特徴を示した．

韓国では， 1990年代からマワルマンドワルギ

の活動が始まり，約 20年が経過したが，住民の

マウルマンドウノレギへの参加はまだ十分とはいえ

ず，意識を高めるためにも，学習，啓発などの活

動をより充実させる取り組みがさらに必要であ

り，行政からの経済的，専門的な支援も不可欠で

ある．また，ソウル市の fニュータウン事業Jか

ら「マウノレ共同体事業j への転換は，これからの

韓国の都市計画において大きな意味を持っと考え

られ，住民参加型マウノレマンドワノレギへの体系的

な組織運営と多様な主体の参加が求められる．

注

注 1）「まちづくり」は広範囲に用いられているが，法律で明確に定

義されていない．用語としては， 1952年に雑誌『都市問題』で

用いられたのが最初であり，建築・都市分野では 70年代から使
われてきた 33).
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